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教祖 140 年祭に向かって
たすけあいとして、悩みに寄り添い向き合う「親身の支援」

福 

祉 

厚 

生 
部

 

　『
福
祉
担
当
者
会
議
』

第 578 号
少
　
年
　
会

　

こ
の
日
は
少
年
会
本
部
よ
り
島
本

利
孝
委
員
が
来
庁
し
、「
本
年
は
、

昭
和
47
年
に
少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
支

部
結
成
が
打
ち
出
さ
れ
て
よ
り
50
周

年
の
節
目
に
あ
た
り
ま
す
。
少
年
ひ

の
き
し
ん
隊
は
、各
支
部
に
お
い
て
、

地
域
に
根
ざ
し
た
ひ
の
き
し
ん
活
動

を
通
し
た
、
わ
か
ぎ
育
成
の
柱
と
し

て
始
ま
っ
た
活
動
で
す
。
こ
の
1
年

間
を
50
周
年
の
年
と
し
て
、
意
義
あ

る
年
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
、
続
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
地
域

活
動
と
、
こ
れ
か
ら
の
（
左
記
）
取

り
組
み
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
参
加
者
か
ら
コ

ロ
ナ
禍
で
の
2
年
間
の
活
動
や
、
こ

れ
か
ら
の
支
部
活
動
へ
の
思
い
を
巡

回
員
に
伝
え
、
そ
う
し
た
コ
ロ
ナ
禍

で
全
く
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
と
い

　

福
祉
厚
生
部
（
五
十
嵐
仁
部
長
）

は
、
6
月
2
日
、
13
時
よ
り
教
務
支

庁
に
て
福
祉
担
当
者
会
議
を
行
い
、

今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
の
話
し
合

い
が
も
た
れ
た
。
22
名
（
内
リ
モ
ー

ト
参
加
3
名
）
が
参
加
。

　

五
十
嵐
部
長
の
挨
拶
後
、
講
師
と

『
少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
50
周
年
本
部
巡
回
』

　

教
区
少
年
会
（
大
脇
直
丸
団
長
）
で
は
、
6
月
2
日
15
時
よ
り
教
務
支

庁
よ
り
主
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
全
道
各
地
の
支
部
育
成
委
員
長
へ
対
し
て
少

年
会
本
部
の
巡
回
を
行
っ
た
。

〜
50
周
年
に
お
け
る
今
後
の
取
り
組
み
〜

・
7
月
・
8
月

　
　

全
支
部
ひ
の
き
し
ん
強
調
月
間

・
夏
休
み　
　

　
　

お
ぢ
ば
で
の
「
少
年
ひ
の
き
し
ん

　
　

隊
本
部
錬
成
会
」
を
開
催

・
9
月
以
降

　

わ
か
ぎ
対
象
の
集
い
を
各
教
区
で
開
催

う
声
に
、
多
く
の
支
部
育
成
委
員
長

が
共
感
し
、
50
周
年
に
相
応
し
い
活

動
を
目
指
し
た
い
と
話
合
わ
れ
た
。

　

大
脇
団
長
は
、「
本
部
の
思
い
を

伝
え
て
も
ら
い
、
今
後
の
支
部
活
動

や
ひ
の
き
し
ん
に
生
か
せ
る
よ
う
さ

せ
て
も
ら
い
た
い
。
初
め
て
の
リ

モ
ー
ト
巡
回
で
あ
っ
た
が
、
十
数
名

の
参
加
を
い
た
だ
き
あ
り
が
た
か
っ

た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。
教
務
支
庁

の
参
加
者
を
含
む
15
名
が
参
加
。

し
て
旭
川
児
童
相
談
所
地
域
支
援
課

長
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
席
い
た
だ
き

『
里
親
の
仕
組
み
』
を
テ
ー
マ
に
現

在
の
家
庭
、
親
子
が
抱
え
る
問
題
点

な
ど
を
お
話
い
た
だ
い
た
。

　

講
演
後
は
、
福
祉
募
金
、
天
理
教

障
が
い
者
協
議
会
、
献
血
、
ひ
の
き

し
ん
ス
ク
ー
ル
、
連
盟
（
教
誨
師
、

保
護
司
、
民
生
児
童
委
員
）、
里
親
、

婚
活
事
業
な
ど
多
く
の
部
門
担
当
者

か
ら
報
告
と
活
動
計
画
の
発
表
が

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
度
は
子
ど
も
食
堂

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
新
設
さ
れ
、
活
発

な
活
動
に
つ
い
て
多
く
の
相
談
が
な

さ
れ
た
。
散
会
に
あ
た
り
本
田
次
長

の
挨
拶
が
あ
り
、
今
年
度
の
活
動
周

知
が
な
さ
れ
た
。

　

会
議
の
感
想
と
し
て
、
北
村
委
員

よ
り
「
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
リ
ハ
ー

サ
ル
の
重
要
性
や
感
染
対
策
へ
の
意

識
と
準
備
実
施
と
い
う
コ
ロ
ナ
禍
な

ら
で
は
の
今
後
の
課
題
も
多
い
と
思

う
。
ま
た
、
久
々
の
担
当
者
会
議
と

な
り
、
担
当
者
の
顔
ぶ
れ
も
多
く
変

わ
っ
た
。
思
い
の
ほ
か
、
遠
方
支
部

か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
今
年
度
の
活

動
の
理
解
が
深
ま
っ
た
と
思
う
」
と

報
告
が
あ
っ
た
。

少年会　会議モニターの様子
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－　2　－

教祖 140 年祭に向かって
災害対策として、「ひのきしんの実践と訓練」装備と備蓄

　
北
海
道
教
務
支
庁
日
誌
抄

訃
　
報

け
い
じ
ば
ん

◎
法
律
に
関
わ
る
諸
問
題
で
ご
相
談   

　
の
方
は
弁
護
士
を
紹
介
致
し
ま
す
。

　

教
務
支
庁
書
記
・
渡
部
ま
で

　

ご
連
絡
下
さ
い
。

◎
毎
月
26
日
に
本
部
月
次
祭
遥
拝
式

　

を
午
前
10
時
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

5
月
31
日　

た
す
け
推
進
会
議

6
月
1
日　

支
部
布
教
部
長
会
議

　
　

2
日　

支
部
長
会
議

　
　
　
　
　

福
祉
担
当
者
会
議

　
　
　
　
　

少
年
会
本
部
巡
回

　
　

4
日　

札
幌
中
南
支
部
例
会

　
　

5
日　

庁
舎
ゴ
ミ
拾
い　

甲
府
青
年
会

　
　
　
　
　

土
佐
布
教
一
課
長
来
庁

　
　

11
日　

婦
人
会
女
子
青
年
例
会

　
　

20
日　

少
年
会
例
会

　
　

21
日　

基
礎
講
座
事
務
局
会
議

　
　

23
日　

教
区
長
・
書
記
帰
本

　
　

25
日　

教
区
長
会
議

　
　

26
日　

本
部
月
次
祭
遥
拝
式

　
　
　
　
　

運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

主
事
会
議

　
　

30
日　

た
す
け
推
進
会
議

　
立
教
一
八
四
年
・
令
和
3
年

　・
大
和
　
幸
子
様
　
10
月
12
日
出
直
（
97
歳
）

　

白
鳥
誠
分
教
会
長
夫
人　

      （
函
館
支
部
）

　・
大
野
　
光
江
様　

11
月
1
日
出
直
（
91
歳
）

　

北
光
分
教
会
前
会
長　
　
　

 （
函
館
支
部
）

　・
関
口
　
清
様　
　

12
月
4
日
出
直
（
98
歳
）

　

恵
園
分
教
会
長　
　
　

 　
　
（
函
館
支
部
）

　　

立
教
一
八
五
年
・
令
和
4
年

　・
鈴
木
　
倭
男
様　

5
月
22
日
出
直
（
82
歳
）

　

北
道
分
教
会
前
会
長　

 （
札
幌
白
豊
支
部
）

　・
菅
野
　
満
様
　     

5
月
27
日
出
直
（
98
歳
）

　

道
相
分
教
会
前
会
長　
　
　

 （
渡
島
支
部
）

新
教
会
長
さ
ん
紹
介

（
令
和
4
年
5
月
26
日
お
運
び
）

十
勝
支
部　

大
樺
分
教
会
（
甲
府
）

　
　

奉
告
祭　

7
月
2
日

内田 和彦  氏
53 歳

札
幌
東
支
部　

城
明
分
教
会
（
山
名
）

　
　

奉
告
祭　

7
月
3
日

角田 若菜  氏
63 歳

布 

教 

部

 
　『
支
部
布
教
部
長
会
議
』

　

布
教
部
（
内
田
誠
司
部
長
）
で
は
、

6
月
1
日
、
15
時
よ
り
教
務
支
庁
を

会
場
に
支
部
布
教
部
長
会
議
を
実
施

し
た
。
参
加
者
30
名
（
リ
モ
ー
ト
参

加
19
名
）。

　

開
催
に
あ
た
り
内
田
布
教
部
長
よ

り
、
今
期
の
教
区
の
思
い
と
布
教
部

の
方
針
を
伝
え
、
続
い
て
教
区
布
教

部
員
の
紹
介
、事
務
連
絡
、ア
ン
ケ
ー

ト
情
報
交
換
な
ど
を
行
っ
た
。

　

ま
た
会
議
に
続
い
て
、
お
ぢ
ば
か

ら
推
奨
さ
れ
て
い
る
輪
読
勉
強
会
も

実
施
し
た
。
今
後
の
支
部
で
の
動
き

に
取
り
入
れ
て
も
ら
え
れ
ば
と
の
思

い
で
、
各
支
部
布
教
部
長
が
、
自
ら

輪
読
勉
強
会
を
体
験
し
た
。

　

基
礎
講
座
北
海
道
会
場
（
佐
藤
元

展
事
務
局
長
）で
の
開
催
に
向
け
て
、

６
月
21
日
に
事
務
局
で
、
会
議
を
開

か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
収
束
が
見
え
な
い
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
事
務
局
と
し
て
は

今
年
中
の
開
催
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。

　

基
礎
講
座
開
催
の
際
に
は
、
一
人

で
も
多
く
の
ご
受
講
を
頂
け
ま
す
よ

う
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
（
佐
藤
記
）

学 

生 

担 

当 

委 

員 

会

 

　『
支
部
担
当
者
会
議
』

基 

礎 

講 

座

 

　
　『
事
務
局
会
議
』

　

学
生
担
当
委
員
会
（
髙
橋
清
彦
委

員
長
）
は
、
6
月
19
日
20
時
よ
り
26

名
が
参
加
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
支

部
担
当
者
会
議
を
実
施
し
た
。

　

委
員
長
挨
拶
、
諸
説
明
に
つ
づ

き
、
5
班
に
分
か
れ
て
の
ね
り
あ

い
を
実
施
。

　

こ
の
度
の
会
議
で
は
、
特
に
ね
り

あ
い
に
重
点
を
置
い
て
い
て
、
会
議

前
日
に
は
、
ね
り
あ
い
司
会
者
の
打

ち
合
わ
せ
を
入
念
に
行
っ
て
準
備
を

し
、
支
部
担
当
者
が
一
歩
踏
み
出
せ

る
よ
う
意
識
を
も
っ
て
も
ら
う
〞
を

テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
。

　

髙
橋
委
員
長
は
、「
今
回
の
ね
り

あ
い
で
多
く
の
時
間
を
割
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
支
部
担
当
者
の
不
安
な
事

や
わ
か
ら
な
い
事
の
吸
い
上
げ
が
出

来
た
と
思
う
。

　

今
後
は
支
部
担
当
者
の
声
を
反
映

で
き
る
よ
う
に
総
務
会
や
例
会
で
話

し
合
い
を
重
ね
た
い
」
と
述
べ
閉
会

し
た
。

　

今
後
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、
意
見
を

ま
と
め
各
支
部
に
報
告
を
予
定
し
て

い
る
が
、
そ
れ
を
支
部
活
動
の
参
考

に
し
て
も
ら
い
、
ひ
い
て
は
教
祖
140

年
祭
に
向
か
う
支
部
活
動
の
足
掛
か

り
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
閉
会
挨
拶

を
も
っ
て
解
散
し
た
。

　

※
輪
読
（
り
ん
ど
く
）
と
は
…
数
人
が
順
番
に
、

一
つ
の
本
を
読
ん
で
解
釈
し
、
お
互
い
に
意
見

を
か
わ
し
た
り
、
論
じ
合
っ
た
り
す
る
こ
と
。

　

教
区
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
随

　

時
原
稿
・
記
事
の
募
集
、
受
付
を

　

し
て
い
ま
す
。
支
部
行
事
、
各
地
の

　

話
題
、
動
き
な
ど
あ
り

　

ま
し
た
ら
投
稿
よ
ろ
し

　

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　　　　　
（
下
記
QR
コ
ー
ド
ま
で
）

◎
記
事
の
投
稿


